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―これまでの研究内容を教えてください。

私は、来予想される高齢者社会において重要になる「人間にやさしい医用機械システム」として、腕時計
型の形態を持ち、痛みの無い注射針が自動的に血液を採取し、特定の細胞・酵素により健康インデックス
マーカーを捕捉し病変あるいはその予兆を感知し、治癒作業を行う機能を持つ携帯型HMSの開発を行って
きました。その開発を通して、同装置を構成する極細針をナノテクノロジーを用いて創製する技術や痛みの

客観的評価法の確立とそれに基づく新規中実型極細針の開発、さらには血液を採取するマイクロポンプの
開発を行ってきました。同装置は時計型の形態を有することから、限られた空間内に設置するには寸法に制
限があります。したがって、モータや歯車を駆使した機械の“サイズ(寸法)”を“切ったり削ったり”という手法で小
型化するには限界があります。そこで、モータや歯車を用いることなく、エネルギを変換することで動く、いわゆる
「スマートマテリアル」の設計・開発、特に統計学を利用して有意な因子を明らかにし、設計・開発を行ってい

ます。現在では、それらの技術を要素技術として、センサやアクチュエータの設計や創製に関する研究を中心
に行っています。

－マイクロ・ナノ研究開発センターでの活動について教えてください。

マイクロ・ナノ研究開発センターでは、理学・工学的見地に基づくエンジニアード・プロダクトの創製として、よ
り良いプロダクトを目標にものづくりを行っています。機能性の向上には、マクロとミクロスケールでの双方向な
設計が必要不可欠であります。例えば、機械主要部品あるいは機械の設計をする上での重要要素として
は、(1)機械的特性を含む材料の知識、(2)構造設計、(3)加工方法、(4)評価法、であると考え、私たちは、
最適設計を行うために、最適解を求めるために近似式を構築し、マクロとミクロスケールでの双方向から統計
的な解釈により設計・開発を行っております。具体的には、(2)構造設計に指示をする寸法の範囲内で「ある
特性値」を大きく、または小さくすることを技術者は考え、より良いエンジニアード・プロダクトを作り上げて参り
ます。これを実現するために私たちは、創製したプロダクト評価に関して他チームとの共同研究体制を構築

し、本チーム内メンバー間で複数の研究テーマを実施しております。また、他チームメンバーとの情報交換の
場を設けて、共同研究テーマを立案し推進しております。
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－研究のモチベーションは何ですか？？
研究のモーティベーションは、やはり研究を「社会貢献」に活かすことを考えて行動することです。自身が研
究対象とするプロダクトの設計・開発への考えは、社会の人たちに、あるいは企業の人たちに必要とされる「も

の」と「技術」を生み出すことが社会貢献であると考えております。「もの」の開発は、社会で困っていることを克
服することを目的としたものつくりを通して「人の生活を豊かにする」ことができると考えております。また「技術」

の開発は、「今までできなかったことをできるようにする」、「やすく速く作れるようにする」といった技術や、「企業
が持ってる技術を設備投資を新に行うことなく新しい分野に応用するアイデア」を提案することなどが、ものづく
り立国を後押しすることであるとが、社会貢献であると考えております。 「もの」と「技術」を生み出すことを通し

て、学生への教育に繋げております。

－社会に役立つイノベーションとは。

マイクロ・ナノ研究開発センターは医理工の研究者が集まり、異分野の研究がスタート致しました。現在は

医理工のみならず本学が推進している文理融合をテーマとした研究も着々と成果が得られているようです。
マイクロ･ナノ研究開発センターの研究スタンスである「学際領域」の研究は、『学』問の『際(きわ)』と書きます
が、その「際」を研究の中心へと位置づけており、「イノベーション」へと押し進めていると思います。ここで私が
進めたイノベーションは、医工連携を行った「痛みの評価」です。針穿刺時の痛みを数値化することが可能と
なり、“様々なパラメータを考慮することで、 様々な使用環境に適した“針の設計”が可能になりました。その
結果、使用環境条件に適し、社会ニーズに応じたアプリケーションの設計(さらなるセンサ機能付加)が可能に
なりました。イノベーションとは、きっかけは「あるものとあるものの『足し算』」ですが、結果は「あるものとあるもの
の『かけ算』」であると私は考えます。そのイのエーションである「かけ算」をさらに推進したいと思います。

－学生の皆さんへメッセージをお願いします。

現実・社会において，「物事を成し遂げることのできる力」を持った人間が社会に必要とされています。大学
で何を学んできたのか(成績)よりもむしろ自分に何ができるのか(能力)が重要視されます。座学では知識をた
くさん吸収することができます。この「知識の習得」はとても大事ですが、それと同じかもしくはさらに大事な物が
「自身に何ができるか」です。知識の忘却は加齢と共に起こりうることですが、参考書や教科書によりそれを
補うことができます。しかし「自身に何ができるか」は、技術ですからもし習得すれば忘却することなく、加齢と
共に磨き上げられます。例としては、自転車に一度乗れるようになったら、何十年後でも乗り方を忘れること
なく乗ることができることと同じ理屈です。また研究課題は、自身の身の回りにたくさんあります。新聞やテレビ、
さらにはアルバイト先の仲間との会話にもヒントがあるかもしれません。マイクロ・ナノ研究開発センターは他分
野の研究者の集まりです。是非ともいろいろな研究者と交流を深め、様々なことに興味を持って下さい。
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